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幸
齢
社
会
へ
の
挑
戦
～
ハ
ッ
ピ
ー
プ
ラ
チ
ナ
モ
デ
ル
の
実
現
～

 
平
成

27
年

9
月

2
日
政
務
官
検
討
グ
ル
ー
プ

 
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
活
躍
の
支
援
に
つ
い
て

 
①

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
人
口
構
成
比
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
今
後
は
次
世
代
を
担
う
年
齢
層
が
一
層
減
少
す
る
段
階
を
迎
え
る
。
そ
こ
で
高
齢
者
の
培
っ
て
き
た
経
験
や
特
性
に
着
目
し
、

「
高
齢
者
が
高
齢
で
あ
る
こ
と
を
存
分
に
活
か
し
、
活
躍
で
き
る
幸
齢
社
会
（
ハ
ッ
ピ
ー
プ
ラ
チ
ナ
社
会
）
と
す
る
」
こ
と
が
重
要
。

②
平
均
寿
命
・
健
康
寿
命
が
延
び
る
一
方
で
、
人
生
を
よ
り
豊
か
に
過
ご
す
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
そ
こ
で
加
齢
に
伴
う
心
身
社
会
的
な
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
補
完
す
る
取
組
が
必
要
。

③
高
齢
者
個
々
の
能
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
労
働
・
雇
用
並
び
に
社
会
参
加
の
た
め
の
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
我
が
国
の
社
会
経
済
活
動
の
維
持
・
発
展
に
不
可
欠
。

 

課
題
の

認
識

検
討
の

視
点

政
策
へ

の
反
映

人
生
を

よ
り
豊

か
に

す
る

た
め

の
備

え

歳
以
降
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
人
生
の
早
い
段
階
か
ら
関
心

を
持
ち
、
そ
れ
に
備
え
る
取
組
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。


よ
り
幸
せ
に
年
齢
を
重
ね
て
い
く
う
え
で
参
考
と
な
る
情
報
等

を
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
各
段
階
に
お
い
て
習
得
し
、
備
え
る

こ
と
が
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
の
取
組
が
必
要
。


個
々
人
に
お
い
て
は
と
く
に
、
心
身
社
会
的
な
健
康
が
維
持
さ

れ
る
こ
と
が
重
要
。

労
働
者

と
し
て

男
女
と
も
人
生

歳
超
時
代
を
迎
え
た
我
が
国
に
お
い
て
、
自

ら
働
く
意
思
を
持
ち
、
そ
の
能
力
を
最
大
限
に
活
か
せ
る
よ
う
な

社
会
環
境
を
醸
成
す
る
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。


‘
働
く
こ
と
’
が
、
生
き
が
い
や
心
身
の
健
康
保
持
に
繋
が
る

と
い
う
側
面
を
肯
定
的
に
受
け
止
め
、
そ
れ
を
支
援
す
る
。


‘
社
会
保
障
の
受
け
手
’
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
‘
支
え
手
’

と
し
て
活
躍
す
る
高
齢
者
へ
シ
フ
ト
す
る
こ
と
も
重
要
。

社
会
の

担
い
手

と
し
て

自
ら
の
老
年
期
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
ひ
と
・
ま
ち
・
時
代
を
つ
な

ぐ
存
在
と
し
て
活
動
す
る
た
め
の
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。


高
齢
者
の
有
す
る
多
様
な
経
験
や
人
脈
は
、
地
域
の
伝
統
や
文

化
の
継
承
及
び
世
代
間
の
交
流
を
支
え
る
大
き
な
力
で
あ
る
こ

と
を
認
識
。


地
域
の
ひ
と
・
ま
ち
・
文
化
を
育
み
、
時
代
を
紡
ぐ
存
在
と
し

て
の
活
躍
を
期
待
。

 

○
幸
齢
期
に
向
け
た
備
え
を
促
進
す
る
国
民

運
動
（
ハ
ッ
ピ
ー
プ
ラ
チ
ナ
運
動
）
の

展
開
【
内
閣
府
、
文
部
科
学
省

】
⇒
人
生
の
早
い
段
階
か
ら
、
幸
齢
期
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
の
た
め
の
情
報
提
供
や
高
齢
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
活
用
し
た
国
民
運
動
を
実
施
。

○
幸
齢
期
に
適
し
た
住
宅
へ
の
居
住
を
推
進
す
る
た
め
の
環
境
整
備

【
国
土
交
通
省
】

⇒
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
住
み
替
え
を
円
滑
に
す
る
住
宅
資
産
活
用
の
た
め
の
相
談
体
制
を
整
備
す
る
。

○
幸
齢
期
の
安
全
な
暮
ら
し
を
保
障
す
る
環
境
の
整
備

【
厚
生
労
働
省
、
金
融
庁
】

⇒
虐
待
や
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
対
策
を
強
化
し
、
自
ら
の
財
産
や
蓄
え
が
不
当
に
脅
か
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
環
境
を
つ
く
る
。

○
年
齢
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
就
労
機
会
の
確
保
に
向
け
た
取
組

【
財
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省

】
⇒

歳
を
超
え
て
も
働
き
た
い
高
齢
者
の
や
る
気
と
誇
り
に
応
え
る
就
業
機
会
の
確
保
等
の
た
め
の
取
組
を
実
施
。

○
自
営
業
・
個
人
事
業
主
と
し
て
の
就
労
機
会
の
拡
大

【
内
閣
府
、
経
済
産
業
省
】

⇒
高
齢
者
が
体
力
に
あ
わ
せ
無
理
な
く
働
け
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支
援
並
び
に
自
営
業
・
個
人
事
業
主
と
し
て
の
就
労
も
選
択
可
能
と
す
る
。

○
高
齢
農
業
従
事
者
に
対
す
る
支
援
の
充
実

【
農
林
水
産
省

】
⇒
農
作
業
の
軽
労
化
技
術
の
開
発
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、
農
作
業
を
通
じ
た
健
康
や
生
き
が
い
の
向
上
等
に
つ
な
が
る
取
組
を
実
施
す
る
。

○
高
齢
者
向
け
住
宅
の
整
備
と
あ
わ
せ
た
働
く
場
の
提
供

【
国
土
交
通
省
】

⇒
高
齢
者
向
け
住
宅
の
整
備
に
あ
わ
せ
て
、
働
く
場
を
提
供
す
る
モ
デ
ル
的
な
取
組
に
対
す
る
支
援
を
実
施
す
る
。

○
高
齢
者
が
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
）

【
国
土
交
通
省

】
⇒
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
」
な
ど
に
よ
る
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
も
含
め
、
公
共
交
通
や
ま
ち
づ
く
り
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
実
施
す
る
。

○
高
齢
者
が
長
く
健
康
を
維
持
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

【
総
務
省
】

⇒
柔
軟
な
働
き
方
を
可
能
に
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
や
、
ＩＣ
Ｔ
活
用
に
よ
り
健
康
的
で
安
心
の
暮
ら
し
を
実
現
す
る
取
組
を
実
施
す
る
。

○
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り

【
厚
生
労
働
省
】

⇒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
や
モ
デ
ル
事
業
等
を
通
じ
て
高
齢
者
の
社
会
参
加
及
び
地
域
に
お
け
る
相
互
支
援
の
体
制
整
備
を
行
う
。

○
高
齢
者
に
よ
る
環
境
保
全
、
文
化
や
伝
統
の
継
承
等
の
取
組
促
進

【
総
務
省
､文

部
科
学
省

､経
済
産
業
省

､国
土
交
通
省

､環
境
省
】

⇒
高
齢
者
が
地
域
社
会
に
お
い
て
世
代
間
交
流
を
図
り
つ
つ
環
境
保
全
等
の
役
割
・
責
任
を
担
え
る
場
や
仕
組
み
を
整
備
す
る
。

○
国
際
的
な
活
動
に
従
事
し
た
高
齢
者
の
経
験
・
人
脈
の
活
用

【
外
務
省
】

⇒
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
個
性
･経
験
･人
脈
を
活
か
し
て
国
際
交
流
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
活
動
す
る
仕
組
み
を
整
え
る
。

○
高
齢
農
業
従
事
者
に
よ
る
地
域
活
動
へ
の
参
加
促
進

【
農
林
水
産
省
】

⇒
高
齢
農
業
従
事
者
な
ど
が
、
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て
活
動
で
き
る
仕
組
み
を
推
進
す
る
。

○
人
・
町
・
時
代
を
つ
な
ぐ
高
齢
者
や
活
動
を
支
え
る
団
体
等
へ
の
支
援
の
充
実

【
内
閣
府
】

⇒
エ
イ
ジ
レ
ス
表
章
な
ど
、
自
治
体
や
地
域
に
根
ざ
し
た

団
体
等
の
取
組
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援
を
実
施
す
る
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
活
用
で
き
る
場
の
確
保

【
国
土
交
通
省
】

⇒
住
ま
い
の
近
く
に
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
や
世
代
間
交
流
の
た
め
の
場
を
確
保
す
る
取
組
を
実
施
す
る
。

○
地
域
の
伝
統
や
文
化
等
の
次
世
代
へ
の
継
承

【
文
部
科
学
省

】
⇒
祭
り
・
伝
統
工
芸
等
の
伝
承
者
養
成
や
学
校
教
育
現
場
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
高
齢
者
の
知
見
を
活
用
す
る
取
組
を
実
施
す
る
。

 

 

 

 

※
省
庁
名
は
、
政
策
の
主
な
実
施
省
庁
及
び
提
案
省
庁
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　9月2日に開かれた大臣政務官会議で、3つのグループ（表）に分かれて議論され、取りまとめられた政策提言が発表さ
れました。「若者」「高齢者」「民間活力による外交」という、日本の将来にとって重要なテーマについて、中堅国会議員
が政策を提案しています。たかがい議員が世話役を務めた検討テーマ2については、6ページからの記事をご覧ください。
また、検討テーマ1と3については、世話役を務められた小泉進次郎衆議院議員と薗浦健太郎衆議院議員からコメントを
頂戴しましたので、ご紹介いたします。

表　検討グループ一覧� （◎は世話役）

検討テーマ 1
若者が社会でより活躍できるようにするには
どうすればよいか

◎内閣府	 小泉 進次郎（衆議院、神奈川11）
　総　務	 あかま 二郎（衆議院、神奈川14）
　外　務	 宇都 隆史（参議院、比例）
　財　務	 竹谷 とし子（参議院、東京）
　文部科学	 赤池 誠章（参議院、比例）
　厚生労働	 橋本 岳（衆議院、岡山４）
　農林水産	 中川 郁子（衆議院、北海道11）
　国土交通	 うえの 賢一郎（衆議院、滋賀2）
　防　衛	 石川 博崇（参議院、大阪）

検討テーマ 2
高齢者が社会でより活躍できるようにするには
どうすればよいか、またどう支えるか

　内閣府	 越智 隆雄（衆議院、東京6）
　総　務	 武藤 容治（衆議院、岐阜3）
　外　務	 中根 一幸（衆議院、比例北関東）
　財　務	 大家 敏志（参議院、福岡）
　文部科学	 赤池 誠章（参議院、比例）
◎厚生労働	 髙階 恵美子（参議院、比例）
　農林水産	 佐藤 英道（衆議院、比例北海道）
　経済産業	 関 芳弘（衆議院、兵庫3）
　国土交通	 青木 一彦（参議院、島根）
　環　境	 福山守（衆議院、比例四国）

検討テーマ 3
民間・草の根等の力を外交に活かすには
どうすればよいか

　内閣府	 松本 洋平（衆議院、東京19）
　総　務	 長谷川 岳（参議院、北海道）
　法　務	 大塚 拓（衆議院、埼玉9）
◎外　務	 薗浦 健太郎（衆議院、千葉5）
　文部科学	 山本ともひろ（衆議院、比例南関東）
　経済産業	 岩井 茂樹（参議院、静岡）
　国土交通	 鈴木 馨祐（衆議院、神奈川7）
　環　境	 高橋 ひなこ（衆議院、比例東北）
　防　衛	 原田 憲治（衆議院、大阪９）

今
回
の
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て

1
　

若
者
が
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に

は
何
が
で
き
る
か
。
人
口
減
少
、
高

齢
化
、地
域
力
の
減
退
な
ど
が
叫
ば
れ
る
中
、

将
来
を
担
う
若
者
が
社
会
で
よ
り
活
躍
す
る

た
め
に
何
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
大
臣
政

務
官
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
検
討
し
て
き
ま
し

た
。

具
体
的
に
は
、

○�
課
題
解
決
能
力
や
主
体
的
に
考
え
る
力
を

持
つ
若
者
を
育
て
る
。

○�

若
者
が
地
元
や
ふ
る
さ
と
に
関
心・
責
任

を
持
ち
、
自
ら
地
域
を
作
り
、
変
え
る
力

を
持
つ
と
と
も
に
、活
躍
の
場
を
広
げ
る
。

○�

18
歳
か
ら
19
歳
の
若
者
が
適
切
に
選
挙
権

を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な

知
識
を
伝
え
る
。

と
い
う
3
つ
の
課
題
認
識
の
下
、
大
き
く
2

つ
の
視
点
で
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

○�

1
つ
め
は
、
現
在
、
学
校
に
通
っ
て
い
る

若
者
に
つ
い
て
、
未
来
の
社
会
で
活
躍
で

き
る
よ
う
人
間
力
を
養
成
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は「
主
体
性
の
あ

る
若
者
の
育
成
」「
様
々
な
体
験
を
積
む
」

等
の
観
点
で
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

○�

2
つ
め
は
、
若
者
が
現
在
の
社
会
で
活
躍

大臣政務官会議検討グループの最終報告

若
者
が
社
会
で
よ
り
活
躍
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

世
話
役
●
衆
議
院
議
員　

小
泉
進
次
郎

検
討
テ
ー
マ 
1
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で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
具
体
的
に
は「
活
躍
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
者
へ
の
支
援
」「
地
方
創
生
の
た
め

の
若
者
の
活
躍
」「
適
切
な
選
挙
権
行
使
の

た
め
の
社
会
の
課
題
に
対
す
る
理
解
」
等

の
観
点
で
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

2
　

こ
の
間
、
私
が
世
話
役
を
務
め
た

グ
ル
ー
プ
で
は
、
内
閣
府（
私
）、
防

衛
省
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林

水
産
省
、
総
務
省
、
財
務
省
、
外
務
省
、
国

土
交
通
省
の
9
政
務
官
が
議
論
を
重
ね
、

様
々
な
政
策
の
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
例
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
提
案

を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

○�

主
体
性
の
あ
る
若
者
の
育
成
の
観
点
か

ら
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
若
者
の

取
組
の
全
国
へ
の
発
信
強
化
の
た
め
、
現

在
の
「
社
会
貢
献
青
少
年
表
彰
」
制
度
を

刷
新
す
る
。

　

�

ま
た
、
学
校
の
長
期
休
暇
明
け
に
若
考
の

自
殺
が
急
増
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
関
係

府
省
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
、
教
育
委
員

会
、
学
習
塾
事
業
者
に
対
し
、
児
童
生
徒

の
見
守
り
の
強
化
等
に
つ
い
て
要
請
し
て

い
た
だ
く
等
、
児
童
生
徒
の
見
守
り
強
化

を
進
め
る
。

○�

さ
ら
に
、
活
躍
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
者

へ
の
支
援
と
し
て
、
母
子
家
庭
の
若
い
母

親
や
父
子
家
庭
の
若
い
父
親
、
子
だ
く
さ

ん
の
若
い
親
な
ど
の
支
援
の
た
め
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
包
括
的
提
供
に
つ
い
て
の
ビ

ジ
ョ
ン
の
作
成
、
自
治
体
窓
口
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
等
を
進
め
る
。

こ
の
他
、
メ
ン
バ
ー
の
大
臣
政
務
官
か
ら
の

多
数
の
有
意
義
な
提
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。3

　

若
者
が
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に

は
何
が
で
き
る
の
か
と
い
う
テ
ー
マ

は
広
く
、
若
者
の
社
会
で
の
活
躍
は
一
つ
の

課
題
を
解
決
す
れ
ば
急
に
進
む
と
い
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
今
の
若
者
に
対

し
て
支
援
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
各
分
野
で
活

躍
し
て
い
る
若
者
の
事
例
も
現
れ
て
お
り
、

こ
う
し
た
好
事
例
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
な
が

ら
、
絶
え
ず
、
若
者
が
よ
り
社
会
で
活
躍
で

き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。「
若
者
の

活
躍
無
く
し
て
、
日
本
の
成
長
無
し
」、
今

回
の
提
案
が
そ
の
第
一
歩
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

看
護
職
の
み
な
さ
ま
へ

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
平
成
27

年
時
点
で
約
1
6
5
万
人
の
看
護
職
員
需
要

に
対
し
て
、
約
1・
1
万
人
の
供
給
が
不
足

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
看
護
職
の
需

要
は
、
高
齢
化
の
進
展
等
に
伴
い
引
き
続
き

増
大
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
承
知

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
看
護
職
に
就
か
れ
て
い

る
皆
さ
ん
へ
の
期
待
は
よ
リ
一
層
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。今
回
の
報
告
書
に
お
い
て
は
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
等
の

各
段
階
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
等
に
関
し
て
、

関
係
す
る
省
庁
が
連
携
し
て
、
体
系
的
な
キ

ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
構
築
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、
さ
ら
に
看
護
職
へ

の
理
解・
関
心
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

看
護
職
に
就
か
れ
て
い
る
皆
さ
ん
が
生
き

生
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
作
り
、

将
来
の
看
護
職
を
担
う
若
者
た
ち
が
夢
と
希

望
を
持
っ
て
看
護
の
世
界
に
参
加
し
、
魅
力

あ
る
仕
事
と
し
て
の
看
護
職
の
実
現
に
向
け

て
私
も
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

政務官会議の後、官邸で記者会見が行われ、各検討グループの
政策提言が公表されました。政策提言を発表する、検討テーマ2
のグループの世話役を務められたたかがい政務官。

9月2日に開催された大臣政務官会議
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去
る
9
月
2
日
の
大
臣
政
務
官
会
議
に
お

い
て
〜
民
間
、
草
の
根
等
の
力
を
外
交
に
生

か
す
た
め
の
三
つ
の「
工
夫
」〜
そ
れ
は“
共

感
”“
活
力
”“
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
”
で
あ
る
と
す

る
第
3
検
討
グ
ル
ー
プ
最
終
報
告
を
致
し
ま

し
た
。

　
「
共
感
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
正
し
い

日
本
の
姿
や
魅
力
を
海
外
に
発
信
す
る【
ジ

ャ
パ
ン
ハ
ウ
ス（
J
H
）】
を
主
要
都
市
に
設

置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
J
H
に

お
い
て
は
官
民
が
協
力
し
て
日
本
の
地
方
や

企
業
の
有
す
る
多
様
な
魅
力
や
コ
ン
テ
ン
ツ

を
知
ら
し
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、日
本
の
高
品
質
な
製
品
や
技
術
、

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
和
食
」
な
ど
の

食
文
化
、
ア
ニ
メ
や
優
れ
た
放
送
コ
ン
テ
ン

ツ
等
を
知
ら
せ
る
ほ
か
、
留
学
や
観
光
等
の

情
報
が
包
括
的
に
入
手
で
き
る
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
、
ま
た
現
地
の
人
の
関

心
を
高
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
等
に
よ

り
、
現
地
の
「
共
感
」
を
呼
び
起
こ
そ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
戦
後
の
日
本

の
あ
ゆ
み
や
外
交
政
策
に
つ
い
て
も
発
信
し

て
参
り
ま
す
。

　
「
活
力
」
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体
や

企
業
等
の
海
外
展
開
要
望
の
情
報
収
集
を
す

る
と
と
も
に
、
在
外
公
館
や
政
府
機
関
が
連

携
し
て
各
国・
地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
ニ
ー
ズ
を

情
報
収
集
し
、
そ
れ
ら
の
マ
ッ
チ
ン
グ
ひ
い

て
は
海
外
展
開
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
地
方
の
魅
力
と
民
間
の「
活
力
」

を
促
進
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
元
留
学
生・
元
J
E
T
参
加

者・
元
研
究
生
等
を
含
む
様
々
な
ス
キ
ー
ム

の
被
招
聘
者
、
海
外
旅
行
会
社
、
各
府
省
が

有
す
る
親
日
派
、
知
日
派
の
リ
ス
ト
の
情
報

を
共
有
化
し
、
外
交
目
的
に
照
ら
し
て
有
機

的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
上
で

さ
ら
に
こ
う
し
た
親
日
派
、
知
日
派
の
裾
野

を
拡
大
す
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
創
ろ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
21
世
紀
の
国
際
社
会

の
中
で
、わ
が
国
が
確
固
た
る
地
位
を
築
き
、

さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
省
庁
間

の
垣
根
を
な
く
し
、
さ
ら
に
地
方
自
治
体
、

民
間
企
業
と
も
密
接
な
関
係
を
築
く
、
正
に

国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

政策提言をまとめるまでには、各グループで
会合をもち、議論を重ねました。検討テーマ
2のグループが開催した会議の模様。

民
間・草
の
根
等
の
力
を
外
交
に
活
か
す
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

世
話
役
●
衆
議
院
議
員　

薗
浦
健
太
郎

検
討
テ
ー
マ 

3
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テ
ー
マ

 
担
当
府
省

 
内
容

 

主
体
性
の
あ
る

若
者
の
育
成

 
内
閣
府

 

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
若
者
の
取
組
の
全
国
へ
の
発
信
強
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
現
在
の

「
社
会
貢
献
青
少
年
表
彰
」
を
刷
新
す
る
。

 

若
者
の
育
ち
を

支
え
る

 

内
閣
府

 
文
部
科
学
省

 
経
済
産
業
省

 


地
域
で
若
者
を
見
守
り
、
支
え
る
観
点
か
ら
、
学
校
の
長
期
休
暇
明
け
の
自
殺
予
防
の
た
め
、
地
方

公
共
団
体
、
教
育
委
員
会
、
学
習
塾
事
業
者
等
に
対
す
る
働
き
か
け
を
通
じ
て
、
児
童
生
徒
の
見

守
り
の
強
化
等
を
進
め
る
。

 

様
々
な
体
験
を

積
む

 

防
衛
省

 

若
者
の
災
害
時
等
の
自
発
的
な
協
力
や
自
衛
隊
の
活
動
の
理
解
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
、
広
報
を

充
実
す
る
と
と
も
に
、
「
訓
練
実
施
に
関
す
る
自
衛
隊
一
般
命
令
」
の
訓
練
項
目
に
「
防
災
関
係
機
関

と
の
連
携
」
を
明
示
し
、
防
災
関
連
機
関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

 

キ
ャ
リ
ア
教
育

の
推
進

 

文
部
科
学
省

 

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
等
、
社
会
人
、
保
護
者
の
各
段
階
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
等
に

関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
関
係
省
と
連
携
し
な
が
ら
、
体
系
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

構
築
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
新
た
に
選
挙
権
が
付
与
さ
れ
る

～
歳
の
学
生
等
に
対
し
、

政
治
や
選
挙
等
に
関
す
る
教
材
を
作
成
し
、
情
報
提
供
す
る
。

 

グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成

 
文
部
科
学
省

 

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学

Japan
」
な
ど
の
留
学
支
援
に
つ
い
て
、
幅
広
い
支
援
の
充
実
等
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

 

活
躍
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
者

へ
の
支
援

 

厚
生
労
働
省

 
内
閣
府

 

ひ
と
り
親
家
庭
や
多
子
世
帯
の
親
（
若
者
）
等
複
合
的
・
分
野
横
断
的
な
課
題
を
抱
え
る
者
に
地
域

で
対
応
で
き
る
よ
う
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
包
括
的
な
提
供
に
つ
い
て
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
す
る
。
ま
た
、

各
分
野
の
自
治
体
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
の
推
進
等
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
進
め
る
と
と
も
に
、
経

済
的
支
援
に
つ
い
て
財
源
確
保
と
併
せ
て
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
今
後
改
訂
予
定
の
「
子
ど
も
・
若
者

育
成
支
援
推
進
大
綱
」
に
お
い
て
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
支
援
の
観
点
も
盛
り
込
む
よ
う
検
討
す
る
。

 

地
域
で
の
活
躍

 

内
閣
官
房

 

市
町
村
担
当
部
課
長
と
の
意
見
交
換
会
（
全
国
８
か
所
）
で
、
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
の
際
、

産
・
官
・
学
・
労
・
金
・
言
に
加
え
、
住
民
の
参
画
を
促
し
、
特
に
若
者
や
女
性
の
視
点
か
ら
の
意
見
を

取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
旨
説
明
し
た
。
今
後
、
若
者
等
の
視
点
を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
た

地
方
版
総
合
戦
略
の
好
事
例
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

 

総
務
省

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
隊
員
の
確
保
に
向
け
、
大
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
若
者
を
対
象
に
、
広
報
の

強
化
と
と
も
に
、
転
職
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
隊
員
と
な
る
人
材
の
発
掘
を
実
施
す
る
。

 

財
務
省

 

日
本
政
策
金
融
公
庫
と
連
携
し
つ
つ
、
以
下
の
取
組
を
検
討
す
る
。

 
・
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
参
加
生
徒
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
事
業
化
に
向
け
た
取
組
の

 
事
例
を
発
信
す
る
な
ど
、
創
業
マ
イ
ン
ド
の
一
層
の
向
上
に
取
り
組
む
。

 
・
若
者
等
の
創
業
支
援
の
強
化
の
た
め
、
今
年
度
中
に
「
創
業
相
談
ウ
ィ
ー
ク
」
を
開
催
し
、
相
談
体

 
制
の
強
化
や
各
種
融
資
制
度
の
一
層
の
活
用
を
図
る
。

 

市
民
と
し
て
の

活
躍

 

外
務
省

 

「
対
日
理
解
促
進
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
機
会
を
通
じ
、
政
治
や
社
会
問
題
等
に
つ
い
て
日
本
と
海

外
の
若
者
の
間
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
機
会
を
設
け
る
。

 

財
務
省

 

社
会
制
度
（
財
政
・
税
制
等
）
に
関
す
る
出
前
授
業
を
よ
り
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
「Youth 

Learn
推
進
月
間
（
仮
称
）
」
を
定
め
、
財
務
大
臣
政
務
官
等
が
、
財
政
・
税
制
等
に
関
し
、
高
等
学
校

等
に
出
前
授
業
に
行
き
、
生
徒
と
対
話
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

 

大
臣
政
務
官
会
議

検
討
グ
ル
ー
プ
検
討
報
告

 
～
若
者
が
社
会
で
よ
り
活
躍
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
～

 

平
成
２
７
年
９
月
２
日

 


課
題
解
決
能
力
や
主
体
的
に
考
え
る
力
を
持
つ
人
間
や
、

夢
や
生
き
が
い
を
持
っ
て
充
実
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
人
間
を
育
て
る
。

 
 
若
者
が
地
元
や
ふ
る
さ
と
に
関
心
・
責
任
を
持
ち
、
地
域
を

作
り
、
変
え
る
力
を
持
つ
と
と
も
に
、
活
躍
の
場
を
広
げ
る
。


適
切
に
選
挙
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
若
者
に

必
要
な
知
識
を
伝
え
る
。○
主
体
性
の
あ
る
若
者
の
育
成

 
 ○
若
者
の
育
ち
を
支
え
る

 
 ○
様
々
な
体
験
を
積
む

 
 ○
授
業
で
「
夢
」
を
叶
え
る

 
 ○
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

 
 ○
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

 

○
人
手
不
足
分
野
で
の
職
業

 
教
育
・
職
業
訓
練
、
処
遇
改
善

 

○
活
躍
で
き
な
い
状
況
に
あ
る

 
者
へ
の
支
援

 

○
地
方
創
生
の
た
め
、
地
域
に

 
お
け
る
若
者
の
活
躍
の
場
を

 
広
げ
る

 

○
適
切
に
選
挙
権
を
行
使
で
き

 
る
よ
う
、
社
会
の
課
題
の
所

 
在
を
理
解

 

  地
域
で
の

 
活
躍

 

市
民
と
し
て

 
の
活
躍

 

義務教育、高等学校段階

等で育成 

～未来の社会での活躍を実現～ 

人間力の養成 

～今、この社会での活躍を実現～ 

社会的活躍 

    職
業
的

 
活
躍

 

１
課
題
の
認
識

 

２
検
討
の
視
点

 

３
政
策
へ
の
反
映
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